
1 
 

 
 
 
 
 
 

  令和５年度 1 学年 後期シラバス 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｉ Ｔ も の つ く り 学 科  
ＡＩ・システム開発コース 

情報処理コース 
ロボット・ＩｏＴコース 

 

 

 筑波研究学園専門学校 

 
 
 



2 
 

令和５年度 後期 １学年 授業概要（シラバス） 
 

目  次 

 

教科目    授業科目                                  ページ 
 

ビジネス教養 ·································································· 3 

キャリア演習 ···················································· 4 

情報基礎 ······································································ 5 

情報処理試験対策Ⅱa（AP テクノロジ分野） ·························· 6 

情報処理試験対策Ⅱa（FE 科目 B 試験） ······························ 7 

情報処理試験対策Ⅱa（IT パスポート） ······························ 8 

情報処理試験対策Ⅱb（AP ｽﾄﾗﾃｼﾞ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ分野） ······················ 9 

情報処理試験対策Ⅱb（FE 科目 B 午後試験） ··························10 

情報処理試験対策Ⅱb(IT パスポート) ································11 

情報処理試験対策Ⅱc(AP 午後分野) ··································12 

情報処理試験対策Ⅱc(FE 科目 B 試験) ································13 

情報処理試験対策Ⅱc(IT パスポート) ································14 

情報技術 ······································································15 

プログラミング応用 ···············································16 

ネットワーク技術 ·················································17 

IT ものつくり選択 ·····························································18 

Java プログラミング ··············································19 

Web サイト制作 ···················································20 

接遇マナー ······················································21 

ＣＡＤ ··························································22 

電気工事Ⅰ ······················································23 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3 
 

【教科目名】 ビジネス教養 
 

【教科目責任者】 飯村 果苗 

 

【対象学科・コース（クラス）】 

ＩＴものつくり学科 

ＡＩ・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・ＩоＴコース 

ＩＴものつくり学科 

ＡＩ・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・ＩоＴコース 

 

【学習の目的・趣旨】 

社会人・職業人として不可欠な能力の一つにリテラシーがあります。なかでも、必要な情報

を的確に「収集」「分析」「活用」できる情報リテラシーが求められています。また、職場では、

コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力、自分の言いたいことを端的に周囲の人に

伝えるための論理的思考力、ビジネスマナー、礼儀作法、ビジネスにおける人間関係の築き方、

仕事への取り組み方等、社会人として求められることは多岐に渡ります。 

この教科目では、近い将来に向けて仕事のイメージを膨らませると同時に、社会人として仕

事をする上で必要な基本的な考え方および各分野に必要なリテラシーを学びます。日頃から卒

業後の就職に備えて、学生ではなく「準社会人」であるとの自覚をもって行動することを心掛

けましょう。 

 

【授業構成】 

【番号】 【授業科目名】 【対象コース】 【学習時期】 

１ キャリア演習 AI･システム開発、情報処理、ロボット･IoT １年後期 

２ プレゼンテーション AI･システム開発、情報処理、ロボット･IoT ２年前期 

３ 社会人教養 AI･システム開発、情報処理、ロボット･IoT ２年後期 

４ 文書作成 AI･システム開発、情報処理、ロボット･IoT ２年後期 
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【授業科目名】 キャリア演習(授業形態：演習） 
 

【教科目名】 ビジネス教養 【単位数】 １単位 

【学科名】 IT ものつくり学科 

【コース】 

ＡＩ・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・ＩｏＴコース 
【学習時期】 後 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 ３０Ｈ 

【授業担当者】 水越 武・飯村 果苗 

【学習目標】 

ビジネスマナーの基本を通じて、ビジネスパーソンとして業務上理解してお

くべき職業人としての心構えや仕事へ取り組む姿勢、および物事を相手の立場

になって考えられる人材となるために学ぶことを目的とします。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

学園祭学科展の企画書作成（グループ学習） 

   〃 

   〃 

ビジネスマナー 

コミュニケーションの基本 

「話し方・聞き方」の基本 

「電話応対」の基本 

中間課題 

「指示・報告・連絡・相談」の基本 

「他社訪問」の基本 

「ビジネス文書」の基本① 

「ビジネス文書」の基本② 

「ビジネスメール」の基本 

「会食」の基本 

「結婚式」「お見舞い」の基本 

期末課題 

 

※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

【資格との関連】 特になし 

【成績評価方法】 出席状況、受講態度、中間課題および期末課題等により総合的に評価します。 

【教科書】 入社１年目ビジネスマナーの教科書（プレジデント社） 

【参考資料】 配布資料 

【留意事項】 

後期から始まる就職活動に向け、準社会人としての意識を持つと共に、各項

目において当事者意識を持って学んでください。 
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【教科目名】 情報基礎 
 

【教科目責任者】 飯村 果苗 

 

【対象学科・コース】 

ＩＴものつくり学科 

ＡＩ・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・ＩоＴコース 

ＩＴものつくり学科 

ＡＩ・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・ＩоＴコース 

 

【学習の目的・趣旨】 

IT が欠かせない現代において、仕事の現場で他者との意思疎通をはかり業務を遂行するため

には、IT分野の専門知識・技術が必要とされています。 

この教科目は、IT分野の様々な専門知識・技術の修得や Excel の利活用技術を学び、仕事の

現場で必要とされる ITスキルを身に付けます。 

また、ITに関する一定の知識・技術を備えていることを証明する国家試験合格を目指します。 

経済産業省基本情報技術者試験 

経済産業省応用情報技術者試験 

経済産業省 ITパスポート試験 等 

 

【授業構成】 

【番号】 【授業科目名】 【対象コース】 【学習時期】 

１ IT ものつくり概論 AI・システム開発・情報処理・ロボット・IoT １年前期 

２ IT 基礎知識ａ AI・システム開発・情報処理・ロボット・IoT １年前期 

３ IT 基礎知識ｂ AI・システム開発・情報処理・ロボット・IoT １年前期 

４ IT 基礎知識ｃ AI・システム開発・情報処理・ロボット・IoT １年前期 

５ 情報処理試験対策Ⅰ AI・システム開発・情報処理・ロボット・IoT １年前期 

６ 情報処理試験対策Ⅱａ AI・システム開発・情報処理・ロボット・IoT １年後期 

７ 情報処理試験対策Ⅱｂ AI・システム開発・情報処理・ロボット・IoT １年後期 

８ 情報処理試験対策Ⅱｃ AI・システム開発・情報処理・ロボット・IoT １年後期 

９ 情報処理試験対策Ⅲａ AI・システム開発・情報処理・ロボット・IoT ２年前期 

１０ 情報処理試験対策Ⅲｂ AI・システム開発・情報処理・ロボット・IoT ２年前期 

１１ 情報処理試験対策Ⅲｃ AI・システム開発・情報処理・ロボット・IoT ２年前期 
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【授業科目名】 情報処理試験対策Ⅱa(APテクノロジ分野)(授業形態：講義） 

 

【教科目名】 情報基礎 【単位数】 ２単位 

【学科名】 IT ものつくり学科 

【コース】 

ＡＩ・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・ＩｏＴコース 
【学習時期】 後 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 ６０Ｈ 

【授業担当者】 水越 武 

【学習目標】 

目標資格である応用情報技術者試験の午前問題で出題される、テクノロジ分

野について問題演習を行うことにより応用力を身に付け、応用情報技術者試験

合格を目指します。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

情報処理試験対策Ⅱａ（ＦＥ）を受講 

       〃 

       〃 

       〃 

       〃 

       〃 

       〃 

       〃 

基礎理論 

基礎理論 

アルゴリズムとプログラミング 

コンピュータ構成要素 

システム構成要素 

ソフトウェア 

ハードウェア 

期末試験 

※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 
 

【資格との関連】 経済産業省 応用情報技術者試験 

【成績評価方法】 
出席状況、受講態度、授業課題、定期試験（または定期課題）等により総合的に

評価します。 

【教科書】 
応用情報重要ポイント１００（インフォテック・サーブ） 

応用情報技術者午前問題集（インフォテック・サーブ） 

【参考資料】 授業中に配布する資料 

【留意事項】 

応用情報技術者試験の午前問題は知識だけではなく、知識を応用した問題が

出題されます。覚えるだけではなく、考えて解く問題が中心となりますので、

一つ一つの問題をしっかり理解することにより応用力を身に付けてください。

応用情報技術者試験合格に向けて、授業だけではなく自宅学習もしっかり行い、

より多くの問題を解くことにより、実力を養ってください。 
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【授業科目名】 情報処理試験対策Ⅱa(FE科目B試験)(授業形態：講義） 
 

【教科目名】 情報基礎 【単位数】 ３単位 

【学科名】 IT ものつくり学科 

【コース】 

AI・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・IoT コース 
【学習時期】 後 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 ６０Ｈ 

【授業担当者】 長山 努[実務経験]通信会社での法人営業 

【学習目標】 

IT の知識や技術を持つ人材は、多くの産業分野において必要不可欠とされて

おり、仕事に必要な一定の技術力を備えていることを証明するには資格試験に

合格する必要があります。この授業では、基本情報技術者試験 科目Ｂ試験（ア

ルゴリズムとプログラミング分野 ）の受験対策を行い、合格を目指します。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

プログラムの基本要素（午後）１ 

プログラムの基本要素（午後）２ 

プログラムの基本要素（午後）３ 

データ構造及びアルゴリズム（午後）１ 

データ構造及びアルゴリズム（午後）２ 

データ構造及びアルゴリズム（午後）３ 

データ構造及びアルゴリズム（午後）４ 

中間試験（中間課題） 

データ構造及びアルゴリズム（午後）５ 

データ構造及びアルゴリズム（午後）６ 

データ構造及びアルゴリズム（午後）７ 

プログラミングの諸分野への適用（午後）１ 

プログラミングの諸分野への適用（午後）２ 

プログラミングの諸分野への適用（午後）３ 

プログラミングの諸分野への適用（午後）４ 

期末試験（期末課題） 

 

※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

【資格との関連】 経済産業省 基本情報技術者試験 

【成績評価方法】 
出席状況、受講態度、授業課題、小テスト、定期試験（または課題）等によ

り総合的に評価します。 

【教科書】 基本情報技術者 科目Ｂ問題集（インフォテック・サーブ） 

【参考資料】 授業中に配布する資料 

【留意事項】 

資格試験に合格するには、まずは授業をきちんと受講することと数多くの過

去問題を繰り返し解き実力を養うことが大切です。問題演習では過去問題を丸

暗記するのではなく、問題を解くために必要な知識を補い理解力を身に付ける

ことを心掛けましょう。 

 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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【授業科目名】 情報処理試験対策Ⅱa(ITパスポート)(授業形態：講義） 
 

【教科目名】 情報基礎 【単位数】 ３単位 

【学科名】 ＩＴものつくり学科 

【コース】 

AI・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・IoT コース 
【学習時期】 後 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 ６０Ｈ 

【授業担当者】 佐藤 宏一郎 [実務経験]システム設計業務・国家試験対策 

【学習目標】 

ＩＴの知識や技術を持つ人材は、多くの産業分野において必要不可欠とされ

ており、仕事に必要な一定の技術力を備えていることを証明するには資格試験

に合格する必要があります。この授業では、基本情報技術者試験 科目Ａ試験の

受験対策を行い、合格を目指します。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

２ 

３ 

 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

 

15 

 

16 

コンピュータの基本構成、コンピュータのデータ表現 

中央処理装置と主記憶装置、補助記憶装置、入出力装置 

情報処理システムの処理形態、高信頼化システムの構成、 

情報処理システムの評価 

ヒューマンインターフェース、マルチメディア、ソフトウェアの分類、 

ＯＳ（オペレーティングシステム）、プログラム言語と言語プロセッサ

ファイル、データベースの概要、ＳＱＬ 

いろいろなデータベース、インターネット、ネットワークアーキテクチャ 

中間試験、ＬＡＮ 

ネットワークの仕組み、ネットワーク管理、情報セキュリティの概要 

情報セキュリティ対策、データ構造 

基本アルゴリズム 

企業と法務 

経営戦略、情報システム戦略 

システム開発技術、ソフトウェア開発技術、システム開発環境、 

Web アプリケーション 

プロジェクトマネジメント、サービスマネジメント、 

システム監査と内部統制 

期末試験（期末課題） 

 

※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

【資格との関連】 経済産業省 基本情報技術者試験 

【成績評価方法】 
出席状況、受講態度、授業課題、小テスト、定期試験（または課題）等によ

り総合的に評価します。 

【教科書】 基本情報技術者 科目Ａ問題集（インフォテック・サーブ） 

【参考資料】 授業中に配布する資料 

【留意事項】 

資格試験に合格するには、まずは授業をきちんと受講することと数多くの過

去問題を繰り返し解き実力を養うことが大切です。問題演習では過去問題を丸

暗記するのではなく、問題を解くために必要な知識を補い理解力を身に付ける

ことを心掛けましょう。 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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【授業科目名】 
情報処理試験対策Ⅱb(APｽﾄﾗﾃｼﾞ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ分野) 

(授業形態：演習） 
 

【教科目名】 情報基礎 【単位数】 １単位 

【学科名】 IT ものつくり学科 

【コース】 

ＡＩ・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・ＩｏＴコース 
【学習時期】 後 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 ３０Ｈ 

【授業担当者】 水越 武 

【学習目標】 

目標資格である応用情報技術者試験の午前問題で出題される、マネジメント

分野・ストラテジ分野について問題演習を行うことにより応用力を身に付け、

応用情報技術者試験合格を目指します。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

情報処理試験対策Ⅱｂ（ＦＥ）を受講 

       〃 

       〃 

       〃 

       〃 

       〃 

       〃 

       〃 

プロジェクトマネジメント① 

プロジェクトマネジメント② 

サービスマネジメント① 

サービスマネジメント② 

システム監査 

システム戦略① 

システム戦略② 

期末試験 

 

※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 
 

【資格との関連】 経済産業省 応用情報技術者試験 

【成績評価方法】 
出席状況、受講態度、授業課題、定期試験（または定期課題）等により総合的に

評価します。 

【教科書】 
応用情報重要ポイント１００（インフォテック・サーブ） 

応用情報技術者午前問題集（インフォテック・サーブ） 

【参考資料】 授業中に配布する資料 

【留意事項】 

応用情報技術者試験の午前問題は知識だけではなく、知識を応用した問題が

出題されます。覚えるだけではなく、考えて解く問題が中心となりますので、

一つ一つの問題をしっかり理解することにより応用力を身に付けてください。

応用情報技術者試験合格に向けて、授業だけではなく自宅学習もしっかり行い、

より多くの問題を解くことにより、実力を養ってください。 
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【授業科目名】 情報処理試験対策Ⅱb(FE科目B試験)(授業形態：演習） 
 

【教科目名】 情報基礎 【単位数】 １単位 

【学科名】 IT ものつくり学科 

【コース】 

AI・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・IoT コース 
【学習時期】 後 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 ３０Ｈ 

【授業担当者】 佐藤 宏一郎 [実務経験]システム設計業務・国家試験対策 

【学習目標】 

IT の知識や技術を持つ人材は、多くの産業分野において必要不可欠とされて

おり、仕事に必要な一定の技術力を備えていることを証明するには資格試験に

合格する必要があります。この授業では、基本情報技術者試験 科目Ｂ試験（情

報セキュリティ分野 ）の受験対策を行い、合格を目指します。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

情報セキュリティの確保に関すること（午後）１ 

情報セキュリティの確保に関すること（午後）２ 

情報セキュリティの確保に関すること（午後）３ 

情報セキュリティの確保に関すること（午後）４ 

情報セキュリティの確保に関すること（午後）５ 

ネットワークセキュリティ（午後）１ 

ネットワークセキュリティ（午後）２ 

中間試験（中間課題） 

ネットワークセキュリティ（午後）３ 

ネットワークセキュリティ（午後）４ 

ネットワークセキュリティ（午後）５ 

ネットワークセキュリティ（午後）１ 

ネットワークセキュリティ（午後）２ 

ＶＰＮ（Ｉｐｓｅｃ）（午後） 

ログ管理システム（午後） 

期末試験（期末課題） 

 

※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

【資格との関連】 経済産業省 基本情報技術者試験 

【成績評価方法】 
出席状況、受講態度、授業課題、小テスト、定期試験（または課題）等によ

り総合的に評価します。 

【教科書】 基本情報技術者 科目Ｂ問題集（インフォテック・サーブ） 

【参考資料】 授業中に配布する資料 

【留意事項】 

資格試験に合格するには、まずは授業をきちんと受講することと数多くの過

去問題を繰り返し解き実力を養うことが大切です。問題演習では過去問題を丸

暗記するのではなく、問題を解くために必要な知識を補い理解力を身に付ける

ことを心掛けましょう。 

 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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【授業科目名】 情報処理試験対策Ⅱb(ITパスポート)(授業形態：演習） 
 

【教科目名】 情報基礎 【単位数】 １単位 

【学科名】 ＩＴものつくり学科 

【コース】 

AI・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・IoT コース 
【学習時期】 後 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 ３０Ｈ 

【授業担当者】 長山 努[実務経験]通信会社での法人営業 

【学習目標】 

IT の知識や技術を持つ人材は、多くの産業分野において必要不可欠とされて

おり、どのような業種・職種でも、ITの基礎知識を持ち合わせていなければ、

企業の戦力にはなりえません。また、将来エンジニアを目指す皆さんは、取引

相手であるユーザ側の視点でも IT と経営全般に関する知識を有していなけれ

ばいけません。この授業では、過去問演習を通して IT パスポート試験の合格を

目指し、IT を利活用するすべての社会人が備えておくべき IT に関する基礎的

な知識を身につけましょう。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

過去問演習①（令和 5 年度） 

過去問解説①（令和 5 年度） 

過去問演習②（令和 4 年度） 

過去問解説②（令和 4 年度） 

過去問演習③（令和 3 年度） 

過去問解説③（令和 3 年度） 

過去問演習④（令和 2 年度） 

過去問解説④（令和 2 年度） 

中間試験対策／中間試験 

過去問演習⑤（令和元年度秋） 

過去問解説⑤（令和元年度秋） 

過去問演習⑥（平成 31 年度春） 

過去問解説⑥（平成 31 年度春） 

過去問演習⑦（平成 30 年度秋） 

過去問解説⑦（平成 30 年度秋） 

期末試験対策 

期末試験（期末課題） 

 

※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

【資格との関連】 経済産業省 IT パスポート試験 

【成績評価方法】 
出席状況、受講態度、授業課題、小テスト、定期試験（または課題）等によ

り総合的に評価します。 

【教科書】 
令和 05 年【下半期】IT パスポート パーフェクトラーニング過去問題集 

（技術評論社） 

【参考資料】 授業中に配布する資料 

【留意事項】 

資格試験に合格するには、まずは授業をきちんと受講することと数多くの過

去問題を繰り返し解き実力を養うことが大切です。問題演習では過去問題を丸

暗記するのではなく、問題を解くために必要な知識を補い理解力を身に付ける

ことを心掛けましょう。 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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【授業科目名】 情報処理試験対策Ⅱc(AP午後分野)(授業形態：講義） 
 

【教科目名】 情報基礎 【単位数】 ２単位 

【学科名】 IT ものつくり学科 

【コース】 

ＡＩ・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・ＩｏＴコース 
【学習時期】 後 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 ６０Ｈ 

【授業担当者】 水越 武 

【学習目標】 
目標資格である応用情報技術者試験の午後問題について問題演習を行うこと

により応用力を身に付け、応用情報技術者試験合格を目指します。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

情報処理試験対策Ⅱｃ（ＦＥ）を受講 

       〃 

       〃 

       〃 

       〃 

       〃 

       〃 

       〃 

情報セキュリティ（必須）① 

情報セキュリティ（必須）② 

プログラミング 

システムアーキテクチャ 

ネットワーク 

データベース 

組込みシステム開発 

期末試験 

 
※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

【資格との関連】 経済産業省 応用情報技術者試験 

【成績評価方法】 
出席状況、受講態度、授業課題、定期試験（または定期課題）等により総合的に

評価します。 

【教科書】 応用情報技術者午後問題集（インフォテック・サーブ） 

【参考資料】 授業中に配布する資料 

【留意事項】 

応用情報技術者試験の午後問題は応用問題です、選択問題に加えて、記述式

で回答する必要があります。覚えるだけではなく、考えて解く問題が中心とな

りますので、一つ一つの問題をしっかり理解することにより応用力を身に付け

てください。応用情報技術者試験合格に向けて、授業だけではなく自宅学習も

しっかり行い、より多くの問題を解くことにより、実力を養ってください。 
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【授業科目名】 情報処理試験対策Ⅱc(FE科目B試験)(授業形態：講義） 
 

【教科目名】 情報基礎 【単位数】 ３単位 

【学科名】 IT ものつくり学科 

【コース】 

AI・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・IoT コース 
【学習時期】 後 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 ６０Ｈ 

【授業担当者】 勝村 正巳、飯村 果苗 

【学習目標】 

IT の知識や技術を持つ人材は、多くの産業分野において必要不可欠とされて

おり、どのような業種・職種でも、ITの基礎知識を持ち合わせていなければ、

企業の戦力にはなりえません。また、将来エンジニアを目指す皆さんは、取引

相手であるユーザ側の視点でも IT と経営全般に関する知識を有していなけれ

ばいけません。この授業では、IT パスポート模擬の合格を目指し、IT を利活用

するすべての社会人が備えておくべき IT に関する基礎的な知識を身につけま

しょう。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

 

５ 

６ 

７ 

８ 

 

９ 

10 

11 

12 

 

13 

14 

 

15 

16 

過去問演習と解説①（平成 30年度春） 

第１部 第１章 ハードウェア／第２部 第１章 データベース 

過去問演習と解説②（平成 30年度秋） 

第３部 第１章 アルゴリズムとプログラミング 

第４部 第１章 企業と法務 

過去問演習と解説③（平成 31年度春） 

第１部 第２章 基礎理論／第２部 第２章 ネットワーク 

過去問演習と解説④（令和元年度秋） 

中間試験 

第３部 第２章 システム開発技術／第４部 第２章 経営戦略 

過去問演習と解説⑤（令和 2年度） 

第１部 第３章 ソフトウェア／第２部 第３章 情報セキュリティ 

過去問演習と解説⑥（令和 3年度） 

第３部 第３章 プロジェクトマネジメントとサービスマネジメント 

第４部 第３章 システム戦略 

過去問演習と解説⑦（令和 4年度） 

第１部 第４章 情報メディア／第５章 情報デザイン／ 

第６章 システム構成 

過去問演習と解説⑧（令和 5年度） 

期末試験 

※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

【資格との関連】 経済産業省 IT パスポート試験 

【成績評価方法】 
出席状況、受講態度、授業課題、小テスト、定期試験（または課題）等によ

り総合的に評価します。 

【教科書】 IT パスポート試験問題集（インフォテック・サーブ） 

【参考資料】 授業中に配布する資料 

【留意事項】 

資格試験に合格するには、まずは授業をきちんと受講することと数多くの過

去問題を繰り返し解き実力を養うことが大切です。問題演習では過去問題を丸

暗記するのではなく、問題を解くために必要な知識を補い理解力を身に付ける

ことを心掛けましょう。 
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【授業科目名】 情報処理試験対策Ⅱc(ITパスポート)(授業形態：講義） 
 

【教科目名】 情報基礎 【単位数】 ３単位 

【学科名】 ＩＴものつくり学科 

【コース】 

AI・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・IoT コース 
【学習時期】 後 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 ６０Ｈ 

【授業担当者】 勝村 正巳・飯村 果苗 

【学習目標】 

IT の知識や技術を持つ人材は、多くの産業分野において必要不可欠とされて

おり、どのような業種・職種でも、ITの基礎知識を持ち合わせていなければ、

企業の戦力にはなりえません。また、将来エンジニアを目指す皆さんは、取引

相手であるユーザ側の視点でも IT と経営全般に関する知識を有していなけれ

ばいけません。この授業では、IT パスポート模擬の合格を目指し、IT を利活用

するすべての社会人が備えておくべき IT に関する基礎的な知識を身につけま

しょう。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

第１部 第１章 ハードウェア 

第２部 第１章 データベース 

第３部 第１章 アルゴリズムとプログラミング 

第４部 第１章 企業と法務 

第２部 第２章 基礎理論 

第３部 第２章 ネットワーク 

第４部 第２章 システム開発技術 

中間試験 

第５部 第２章 経営戦略 

第１部 第３章 ソフトウェア 

第２部 第３章 情報セキュリティ 

第３部 第３章 プロジェクトマネジメントとサービスマネジメント 

第４部 第３章 システム戦略 

第１部 第４章 情報メディア 

 第５章 情報デザイン 

 第６章 システム構成 

期末試験 

 

※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

【資格との関連】 経済産業省 IT パスポート試験 

【成績評価方法】 
出席状況、受講態度、授業課題、小テスト、定期試験（または課題）等によ

り総合的に評価します。 

【教科書】 IT パスポート試験問題集（インフォテック・サーブ） 

【参考資料】 授業中に配布する資料 

【留意事項】 

資格試験に合格するには、まずは授業をきちんと受講することと数多くの過

去問題を繰り返し解き実力を養うことが大切です。問題演習では過去問題を丸

暗記するのではなく、問題を解くために必要な知識を補い理解力を身に付ける

ことを心掛けましょう。 

 



15 
 

【教科目名】 情報技術 

 

【教科目責任者】 海老原 広行 

 

【対象学科・コース】 

ＩＴものつくり学科 

ＡＩ・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・ＩｏＴコース 

 

 

【学習の目的・趣旨】 

実社会におけるＤＸが日々進歩する現代において、「情報システム」は欠かすことができませ

ん。通常、情報システムは、その開発を専門とする業界のエンジニアにより、設計・開発され

ます。日々発生する膨大な情報を正確かつ迅速に処理し、社会の発展に役立てていくためには、

如何に利用者の要求を満たすシステムを構築するかが重要です。 

この教科目は、情報システムの開発（特に実装）に必要なプログラミング技術、ネットワー

ク、クラウドに関する概念、リレーショナルデータベースの操作言語である SQL やデータベー

スの運用管理に関する知識・技術などを基礎から応用まで学びます。 

将来 IT エンジニアとして仕事をしていくためには、修得しなければならない重要なスキル

のひとつです。 

 

【授業構成】 

【番号】 【授業科目名】 【対象コース】 【学習時期】 

１ プログラミング基礎 AI･システム開発、情報処理、ロボット･IoT １年前期 

２ データベース AI･システム開発、情報処理、ロボット･IoT １年前期 

３ プログラミング応用 AI･システム開発、情報処理、ロボット･IoT １年後期 

４ ネットワーク技術 AI･システム開発、情報処理、ロボット･IoT １年後期 
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【授業科目名】 プログラミング応用（授業形態：実習） 
 

【教科目名】 情報技術 【単位数】 ２単位 

【学科名】 IT ものつくり学科 

【コース】 

ＡＩ・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・ＩｏＴコース 
【学習時期】 後 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 ９０Ｈ 

【授業担当者】 小飼 敬 

【学習目標】 

前半は Python を用いて、PC 上で動作する応用的なプログラミング技術を学び

ます。後半は Micro Python を用いてマイコン（ESP32）上で動くプログラミン

グ技術を学びます。特に、マイコン上で動くプログラミング技術は IoT システ

ムの開発に欠かすことのできない技術です。この授業は、アルゴリズムを自力

で考えプログラミングができるようになることと、基本情報技術者試験の科目

Ｂのアルゴリズム問題が解けるようになることを目標とします。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

開発環境の構築、標準ライブラリの使い方 

標準ライブラリ、科学技術計算、Webアプリケーション 

実践プログラミング技術者試験対策 

実践プログラミング技術者試験対策 

実践プログラミング技術者試験対策 

実践プログラミング技術者試験対策、中間課題 

実践プログラミング技術者試験、マイコンボードESP32 

開発環境の構築、プログラミング・チュートリアル 

LED点滅プログラム 

温湿度気圧センサーの利用 

グラフィックスLCDの利用 

マイコンをAPとしたWi-Fi接続 

マイコンからＡＰにWi-Fi接続する 

IoTプログラミング 

期末課題 

期末課題（期末試験） 
※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

【資格との関連】 
経済産業省 基本情報技術者 

サーティファイ 実践プログラミング技術者試験（Python 部門） 

【成績評価方法】 
出席状況、受講態度、授業課題、定期試験（または定期課題）等により総合的に

評価します。 

【教科書】 
わかる Python（SB クリエイティブ） 

Interface 2023 年 3月号（ＣＱ出版社） 

【参考資料】 授業中に配布する資料 

【留意事項】 

アルゴリズムを考える力を養うには、自らプログラムを考え作成する経験を積

むことが必要です。主体的に取り組むことは勿論のこと、分からないことは質

問したり教科書やインターネット等で調べたりしましょう。また、授業内だけ

でなく自宅でもプログラミングの学習をするように努めてください。 
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【授業科目名】 ネットワーク技術（授業形態：演習） 
 

【教科目名】 情報技術 【単位数】 ２単位 

【学科名】 ＩＴものつくり学科 

【コース】 

AI・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・IoT コース 
【学習時期】 後 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 ６０Ｈ 

【授業担当者】 海老原 広行、水越 武 

【学習目標】 

今日の社会は、「ネットワーク技術」無くしては社会活動が成立しない世の

中になっています。この授業では、Linux の代表的な OS である CentOS を使用

して、基本操作から各種サーバーの構築、セキュリティ設定などのネットワー

ク技術を学ぶとともに、経産省情報処理技術者試験に出題されるネットワーク

分野の過去問題の内容が理解できるようになることを目標とします。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

オリエンテーション、Oracle Virtual Boxのインストール 

サーバー構築の基礎知識、CentOS ７のインストール 

Linux操作の基本コマンド（１） 

Linux操作の基本コマンド（２） 

ネットワークの設定 

ユーザー・グループの管理、ファイル所有者と所有グループの管理 

ハードリンクとシンボリックリンク 

中間課題（または試験） 

ネットワークセキュリティ 

Webサービス（１） 

Webサービス（２） 

リモートアクセス、FTPサーバーの構築 

ファイル共有 

システムクロックとハードウェアクロック 

シェルスクリプト 

期末課題（または試験） 

 

※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

【資格との関連】 

経済産業省ＩＴパスポート試験 

経済産業省基本情報技術者試験 

経済産業省応用情報技術者試験 

【成績評価方法】 
出席状況、受講態度、授業課題、小テスト、定期試験（または課題）等によ

り総合的に評価します。 

【教科書】 オリジナル教材 

【参考資料】 Linux・ネットワーク関連書籍、関連サイト 

【留意事項】 

「プログラミング、ネットワーク、データベース」は IT エンジニアとして

修得すべき重要な技術要素です。難しい部分もありますので、何度も繰り返し

学習して理解できるように努めましょう。また、欠席や遅刻があると授業に支

障をきたしますので、できるだけ欠席しないこと、また、遅れた場合は必ず次

の授業までに放課後等を利用して遅れを取り戻しておいてください。 
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【教科目名】 ＩＴものつくり選択 
 

【教科目責任者】 水越 武 

 

【対象学科・コース】 

ＩＴものつくり学科 

ＡＩ・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・ＩｏＴコース 

ＩＴものつくり学科 

ＡＩ・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・ＩｏＴコース 

 

【学習の目的・趣旨】 

IT ものつくり学科で目指す卒業後の進路は多岐にわたります。社会に出たときに必要となる

知識やスキルは職場により異なり、特に専門性が高くなる分野ほどその傾向は強くなります。

この教科目では、各コースの専門性を高めるため、AI・システム開発コースでは高度なプログ

ラミング・システム開発に関する学習、情報処理コースでは ICT 利活用技術に関しての学習、

ロボット・IoT コースでは製造・機械・制御に関する学習をします。 

専門性が高いため目標到達点が高く時間もかかりますが、将来の職業に直結する授業でもあ

りますので、途中で諦めることなく学習してください。 

【授業構成】 

【番号】 【授業科目名】 【対象コース】 【学習時期】 

１ Java プログラミング AI・システム開発 １学年後期 

２ AI プログラミング AI・システム開発 ２学年前期 

３ システム設計 AI・システム開発 ２学年前期 

４ モバイルアプリ開発 AI・システム開発 ２学年前期 

５ Web システム開発 AI・システム開発 ２学年前期 

６ システム開発ａ AI・システム開発 ２学年後期 

７ システム開発ｂ AI・システム開発 ２学年後期 

８ Web サイト制作 AI・システム開発、情報処理 １学年後期 

９ 接遇マナー 情報処理 １学年後期 

１０ 画像処理 情報処理 ２学年前期 

１１ Excel 応用 情報処理 ２学年前期 

１２ コンピュータ会計 情報処理 ２学年前期 

１３ Web プログラミング 情報処理 ２学年前期 

１４ Excel VBA 情報処理 ２学年後期 

１５ ICT クラウド活用 情報処理 ２学年後期 

１６ CAD 情報処理、ロボット・IoT １学年後期 

１７ 電気工事Ⅰ ロボット・IoT １学年後期 

１８ メカトロニクス ロボット・IoT ２学年前期 

１９ CAD･CAM ロボット・IoT ２学年前期 

２０ 電気工事Ⅱ ロボット・IoT ２学年前期 

２１ シーケンス制御 ロボット・IoT ２学年前期 

２２ NC プログラミング ロボット・IoT ２学年後期 

２３ 組込プログラミング ロボット・IoT ２学年後期 



19 
 

【授業科目名】 Javaプログラミング（授業形態：演習） 
 

【教科目名】 IT ものつくり選択 【単位数】 ２単位 

【学科名】 IT ものつくり学科 
【コース】 ＡＩ・システム開発コース 

【学習時期】 後 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 ６０Ｈ 

【授業担当者】 水越 武 

【学習目標】 

Java 言語は、今日の Web システム開発や Android OS のアプリ開発などの主要

な開発言語です。この授業は Java 言語によるオブジェクト指向プログラミング

の基礎を学び、ITエンジニアとして必須のアルゴリズムを自力で考えプログラ

ムを作成できる能力を習得することを目標とします。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

開発環境の構築（Eclipseの利用）、第１章 画面に文字を表示しよう 

第２章 変数を使おう、第３章 プログラムの流れの分岐 

第４章 プログラムの流れの繰り返し、第５章 基本型と演算 

第６章 配列 

第７章 メソッド 

第８章 クラスの基本、第９章 単純なクラスの作成 

第10章 クラス変数をクラスメソッド、第11章 パッケージ 

中間課題（中間試験） 

第12章 クラスの派生と多相性 

第13章 抽象クラス 

第14章 インタフェース 

第15章 例外処理 

第16章 文字と文字列 

Javaプログラミング能力認定試験対策 

Javaプログラミング能力認定試験対策 

期末課題（期末試験） 

 
※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

【資格との関連】 
経済産業省 基本情報技術者 

サーティファイ Java プログラミング能力認定試験３級 

【成績評価方法】 
出席状況、受講態度、授業課題、定期試験（または定期課題）等により総合的に

評価します。 

【教科書】 
新・明解 Java 入門 第２版（ＳＢクリエイティブ） 

Java プログラミング能力認定試験３級過去問題集（サーティファイ） 

【参考資料】 授業中に配布する資料 

【留意事項】 

２年次には Web システム開発や Android アプリ開発などの Java による応用的

なプログラミングを学びます。この授業を通してオブジェクト指向の概念や

Java 言語によるプログラミング手法の基礎をしっかり習得してください。 
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【授業科目名】 Webサイト制作（授業形態：演習） 
 

【教科目名】 IT ものつくり選択 【単位数】 ２単位 

【学科名】 ＩＴものつくり学科 
【コース】 

ＡＩ・システム開発コース 

情報処理コース 【学習時期】 後 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 ６０Ｈ 

【授業担当者】 飯村 果苗 

【学習目標】 

この授業では、Webデザインの業界で一般的である「HTML5+CSS3」に焦点を

当て、商用 Web サイトを構成する必要最小限の「コア」のページデザイン技術

を身につけます。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

 

２ 

３ 

 

４ 

５ 

 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

第 1 章 HTML5 の基礎知識 

第 2 章 CSS3 の基礎知識 

第 3 章 Webサイトの構築 

第 4 章 トップページの作成 

STEP1～STEP5 

STEP6～STEP9 

第 5 章 サブページの作成 

第 6 章 リンクの設定 

第 7 章 Webページの動作検証 

第 8 章 表を挿入した Web ページの作成 

中間試験 

第 9 章 サイドメニューのある Web ページの作成 

第 11 章 フォームを利用した Web ページの作成 

総合問題 

資格取得に向けて：問題演習 

 〃 

 〃 

 〃 

期末試験 

※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

【資格との関連】 サーティファイ Web クリエイター能力認定試験スタンダード（２月） 

【成績評価方法】 
出席状況、受講態度、授業課題、小テスト、定期試験（中間・期末）等によ

り総合的に評価します。 

【教科書】 
よくわかる HTML5＆CSS3（FOM出版） 

Web ｸﾘｴｲﾀｰ能力認定試験（HTML5 対応版）スタンダード問題集（ｻｰﾃｨﾌｧｲ） 

【参考資料】 授業中に配布する資料 

【留意事項】 

HTML もプログラミング言語の一つです。言語は日頃の積み重ねが大切です。

その日の疑問はその日のうちに解決しましょう。各週の授業時間内に提出課題

が完了しない場合、時間外の制作を行ってください。 
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【授業科目名】 接遇マナー（授業形態：演習） 
 

【教科目名】 IT ものつくり選択 【単位数】 ２単位 

【学科名】 IT ものつくり学科 
【コース】 情報処理コース 

【学習時期】 後 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 ３０Ｈ 

【授業担当者】 勝村 正巳 

【学習目標】 

マナーや接遇は、相手に安心と信頼を与えるために必要なスキルであり、社内

外のコミュニケーションにおいて重視されています。ビジネスマナーについての

理解を深め、基本的なサービスを行う上での心構えと、実践するために必要な知

識・技能を習得します。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

   

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

 

オリエンテーション、検定試験の概要 

サービススタッフの資質  

従業要件 

 良識を持つ・協調性・清潔感・忍耐力 

専門知識 

 サービス知識 意義・機能・種類 

従業知識 商業用語・経済用語 

一般知識 社会常識・時事問題 

中間課題 

対人技能 人間関係 

接遇知識 対人心理・マナー 

話し方 

服装 

実務機能 

問題処理・環境整備 

金品管理・社交業務 

期末課題 
 

※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

【資格との関連】 サービス接遇実務検定 ３級（２月４日） 

【成績評価方法】 出席状況、受講態度、中間課題、期末課題等により総合的に評価します。 

【教科書】 サービス接遇検定 ３級 公式テキスト・実問題集（早稲田教育出版） 

【参考資料】 プリントを講義時に配布 

【留意事項】 
接遇の正解は１つではありません。多くのケーススタディから、何を大切にす

るべきか、何を優先して考えるべきかを学び取ってください。 
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【授業科目名】 ＣＡＤ（授業形態：演習） 
 

【教科目名】 ＩＴものつくり選択 【単位数】 ２単位 

【学科名】 ＩＴものつくり学科 
【コース】 ロボット・ＩｏＴコース 

【学習時期】 後 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 ６０Ｈ 

【授業担当者】 勝村 正巳 

【学習目標】 

ＣＡＤに関する基本的な知識と技術はもちろん、製図や図形の知識を学び

ます。また、ＣＡＤシステムを運用するための知識も習得し、ＣＡＤ利用技術

者試験の合格を目指します。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

CAD利用技術者試験について、CADｼｽﾃﾑの概要と機能 

CADｼｽﾃﾑの基本機能、CADの作図ﾃﾞｰﾀ 

CADｼｽﾃﾑとﾊｰﾄﾞｳｪｱ、CADｼｽﾃﾑとｿﾌﾄｳｪｱ 

ﾈｯﾄﾜｰｸの知識、情報ｾｷｭﾘﾃｨと知的財産 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの操作、OSの基本操作 

CADｼｽﾃﾑの運用・管理と課題 

3次元CADの基礎知識、中間試験 

製図一般 

製図の原理と表現方法 

製図における図形の表現方法 

三角形、四角形と多角形、円 

三平方の定理、三角関数 

立体図形 

問題演習１ 

問題演習２ 

期末試験 

 

※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

【資格との関連】 ２次元ＣＡＤ利用技術者試験２級（２月） 

【成績評価方法】 
出席状況、受講態度、確認テスト、中間試験、期末試験により総合的に評価

します。 

【教科書】 2023 年度版 2 次元 CAD 利用技術者試験 2 級・基礎公式ガイドブック（日経 BP） 

【参考資料】 授業中に配布する資料 

【留意事項】 

ＣＡＤを活用できるようになるためにも、ＣＡＤシステムの基本と製図の

基本を学ぶことが必須となります。図面そのものに慣れることが必要です。 

また、形あるものを創造する力が必要となりますので、普段から物を観察す

る力を養うことに留意しましょう。 
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【授業科目名】 電気工事Ⅰ（授業形態：演習） 
 

【教科目名】 ＩＴものつくり選択 【単位数】 ２単位 

【学科名】 ＩＴものつくり学科 
【コース】 ロボット・ＩｏＴコース 

【学習時期】 後 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 ６０Ｈ 

【授業担当者】 羽鳥 智志［実務経験］システム開発・構築全般および新入社員教育 

【学習目標】 
電気工事士試験の筆記試験と技能試験に合格するために必要な知識と技能

を習得する。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

電気工事士試験について, 〔筆記〕電気工事士法 

〔筆記〕はじめの一歩,配線図記号 

〔筆記〕器具・材料と工具 

〔筆記〕配線設計と電気工事 

〔筆記〕配線設計と電気工事 

〔技能〕複線図の描きかた 

〔技能〕複線図の描きかた,中間試験 

〔筆記〕電灯配線と複線図 

〔筆記〕電灯配線と複線図 

〔技能〕実技の基本作業 

〔筆記〕電気の基礎理論 

〔筆記〕電気の基礎理論 

〔筆記〕検査方法 

〔筆記〕問題演習 

〔筆記〕問題演習 

期末試験 

 

※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

【資格との関連】 
第二種電気工事士 

第一種電気工事士 

【成績評価方法】 出席状況、受講態度、授業課題、定期課題等により総合的に評価します。 

【教科書】 

2023 年版 第二種電気工事士筆記試験すぃ～っと合格（オーム社） 

2023 年版 第二種電気工事士技能試験すぃ～っと合格（オーム社） 

ぜんぶ解くべし!第 2 種電気工事士 筆記過去問 2023（オーム社） 

【参考資料】 授業中に配布する資料 

【留意事項】 

下期に実施される第二種電気工事士試験に合格することを目標とします。 

筆記試験、技能試験の両方範囲について学習するので、合格を確実なものに

するために過去問の問題演習が必須となります。また、技能試験も候補問題を

繰り返し練習することが必要となります。 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 


